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は
裁
判
官
に
よ
り
具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
確
定
さ
れ
た
事
実
に
適
合
す
る
規
範
か
ら
判
決
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
規
範
の
内
容
が
紛
争
解
決
の
内
容
を
決
定
す
る
。
確
定
さ
れ
た
事
実
に
適
合
す
る
規
範
た
る
判
決
規
範
は
、
成
文
法
又
は
慣
習
法
か
ら
拍
出
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
法
規
の
検
察
と
法
規
の
審
査
が
行
わ
れ
る
。
判
決
規
範
た
る
法
規
が
形
式
的
も
し
く
は
実
質
的
に
有
効
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
裁
判
官
は
審
査
Z
S一四回同肖民ロロ
m
内
山
内
W
H
1
の
Oa-
ω見
N
ゆ
す
る
。
民
主
々
義
国
家
で
は
行
政
も
立
法
も
直
接
又
は
間
接
に
国
民
の
意
思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
個
人
の
自
由
の
み
な
ら
ず
、
国
民
共
同
生
活
の
福
祉
を
立
法
に
よ
る
侵
害
か
ら
保
護
し
て
お
る
、
従
っ
て
裁
判
官
は
法
規
が
方
式
に
従
っ
て
定
立
し
た
か
、
も
し
く
は
法
規
の
内
容
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
し
な
い
か
を
審
査
す
る
権
限
が
あ
る
。
こ
の
審
査
権
を
通
常
裁
判
所
の
権
限
と
し
。
(
憲
法
第
八
十
一
条
)
、
又
は
独
逸
の
ご
と
く
そ
の
一
部
又
は
全
部
の
権
限
を
憲
法
裁
判
所
に
委
ね
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
(
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∞
∞
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o
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g
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停
)
(
1
)
二
、
裁
判
官
の
事
実
認
定
、
判
決
規
範
の
抽
出
、
判
決
規
範
適
用
の
階
段
の
順
序
に
お
け
る
裁
判
官
の
思
考
作
用
、
こ
と
に
当
事
者
の
事
実
上
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
官
の
自
由
心
証
の
思
考
作
用
(
2
)
の
形
成
は
心
理
学
的
研
究
の
問
題
に
亙
る
が
、
判
決
は
規
範
の
支
配
を
受
け
る
裁
判
官
の
思
考
作
用
で
あ
る
。
イ
ザ
イ
U
m
q
の
説
に
よ
れ
ば
、
裁
判
は
法
感
情
問
。
。
FSmo同
記
己
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
法
感
情
は
評
価
の
体
現
者
た
る
べ
き
個
人
の
意
識
と
評
価
の
体
現
者
た
る
べ
き
団
体
意
識
の
綜
合
か
ら
生
ず
る
感
情
で
あ
る
。
裁
判
官
の
法
感
情
と
団
体
の
法
感
情
と
の
一
致
が
法
の
健
全
性
を
決
定
す
る
要
素
で
あ
る
。
裁
判
官
は
法
感
情
に
よ
っ
て
規
範
を
審
査
し
、
規
範
が
法
感
情
と
一
致
し
な
い
場
合
に
は
規
範
を
適
用
し
な
い
権
利
が
あ
る
(31
こ
の
説
は
成
文
法
お
よ
び
慣
習
法
の
規
範
を
否
定
す
る
思
想
を
包
含
す
る
の
み
な
ら
ず
、
法
律
が
突
然
廃
止
、
変
更
さ
れ
た
場
合
の
如
く
、
裁
判
官
の
従
来
か
ら
の
法
感
情
か
ら
の
明
白
な
る
変
更
を
自
ら
意
識
す
る
こ
と
に
困
難
が
生
じ
て
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
合
理
を
生
ず
る
、
又
裁
判
官
の
法
律
適
用
の
思
考
作
用
が
、
感
情
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
心
理
学
的
に
も
疑
問
で
あ
っ
て
一
般
の
学
説
は
、
」
れ
を
賛
同
し
な
い
(
4
)
O
裁
判
官
の
思
考
作
用
に
は
意
思
的
要
素
が
含
ま
れ
る
、
こ
れ
は
ザ
ウ
ア
ω
M
5
2
が
主
張
す
る
如
く
、
裁
判
官
の
裁
判
と
歴
史
家
、
生
物
学
者
、
社
会
学
者
の
記
述
的
説
明
行
為
と
区
別
す
べ
き
で
あ
る
(51
こ
の
裁
判
官
の
思
考
作
用
の
意
思
的
要
素
は
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
価
値
評
価
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
。
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2
裁
判
官
の
事
実
認
定
に
つ
い
て
自
由
心
証
主
義
が
採
用
さ
れ
る
(
民
事
訴
訟
法
第
一
八
五
条
独
第
二
八
六
条
)
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
が
経
験
法
則
に
従
っ
て
、
証
拠
調
の
結
果
の
価
値
を
自
由
に
評
価
し
、
評
価
さ
れ
た
証
拠
調
の
結
果
と
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
事
実
上
の
主
張
を
真
実
と
認
め
る
か
否
か
は
、
裁
判
官
が
経
験
法
則
に
従
っ
た
思
考
作
用
で
判
断
す
る
、
こ
の
判
断
に
よ
っ
て
、
主
張
事
実
の
真
否
に
つ
い
て
確
信
が
生
れ
る
。
裁
判
官
の
知
識
経
験
を
信
頼
し
、
裁
判
官
の
判
断
能
力
に
よ
っ
て
真
実
発
見
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
司
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イ
ザ
イ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
の
法
感
情
の
み
で
い
つ
も
裁
判
が
な
さ
れ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
、
裁
判
官
の
実
際
的
理
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
又
は
理
性
と
感
情
の
結
合
し
た
精
神
作
用
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
法
規
を
適
用
し
て
な
さ
れ
た
裁
判
が
、
正
義
の
原
則
に
合
致
す
る
か
否
か
を
決
す
る
も
の
は
法
感
情
で
あ
る
。
裁
判
官
は
法
規
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
否
か
、
法
規
が
法
感
情
と
一
致
す
る
か
否
か
を
審
査
す
る
権
利
を
も
っ
、
審
査
の
結
果
法
規
が
憲
法
又
は
法
感
情
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、
法
規
は
無
効
で
あ
る
。
し
か
し
裁
判
官
の
違
憲
立
法
審
査
権
に
つ
い
て
は
憲
法
上
も
学
説
も
裁
判
官
に
そ
の
権
限
を
認
め
て
お
る
か
ら
、
連
憲
の
法
律
は
無
効
で
あ
る
が
、
法
感
情
と
一
致
し
な
い
法
規
を
無
効
と
す
る
説
に
は
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
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価
一
、
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上
の
評
価
仏
w
m
g
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江
戸
。
開
拓
国
2
3
H
Zロ
m
を
最
も
明
瞭
に
現
わ
す
も
の
は
、
具
体
的
事
件
に
適
用
さ
れ
、
裁
判
の
内
容
を
与
え
る
法
律
効
果
規
定
問
2
官
民
巴
m
g口
角
岳
旨
ロ
聞
で
あ
る
。
民
法
の
各
個
の
規
定
の
怯
質
は
内
容
的
に
も
効
力
的
に
も
一
様
で
は
‘、
dv
、品
元
L
b
一
般
的
か
つ
本
質
的
な
も
の
は
法
律
効
果
規
定
で
あ
る
口
民
法
は
人
の
生
活
関
係
を
規
定
す
る
法
律
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
定
の
内
容
が
民
法
々
規
の
本
質
的
性
質
で
あ
り
、
他
の
規
定
例
え
ば
任
意
規
定
に
属
す
る
解
釈
規
定
、
補
充
規
定
は
法
律
効
果
規
定
の
補
充
的
作
用
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
法
律
効
果
規
定
に
は
強
行
法
規
N
ロ耳目ロ
m
g仏
g
同
2
Z
と
任
意
法
規
Z
S
E
m山岳山
m
g
同
宮
町
民
属
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
法
規
が
一
般
抽
象
的
な
法
律
要
件
を
定
め
、
こ
の
法
律
要
件
に
よ
っ
て
一
定
の
法
律
上
の
効
果
の
発
生
を
規
定
す
る
。
そ
れ
故
に
具
体
的
事
件
に
お
け
る
事
実
関
係
が
或
る
法
律
要
件
に
適
合
す
る
と
き
は
、
そ
の
規
定
の
定
め
る
法
律
上
の
効
果
を
発
生
す
る
も
の
と
概
念
的
な
推
論
に
よ
っ
て
裁
判
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
的
な
推
論
と
結
論
の
う
ち
に
。
法
律
に
よ
る
正
義
の
解
決
が
存
在
す
る
、
こ
れ
が
概
念
法
学
で
あ
る
。
概
念
法
学
は
法
の
発
展
性
を
顧
み
な
い
欠
点
は
あ
る
が
。
概
念
法
学
的
方
法
σmwmH・
民
な
官
同
町
民
ωの
HMgH
宮
内
比
四
回
。
色
。
一
に
よ
る
裁
判
は
、
典
型
的
な
事
件
で
は
簡
単
に
正
し
い
解
決
が
得
ら
れ
る
。
通
常
の
法
律
生
活
の
場
合
に
迅
速
且
つ
正
当
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
日
常
生
活
の
紛
争
解
決
に
最
も
便
利
で
あ
る
(
1
)
O
二
、
近
代
の
立
法
技
術
に
よ
れ
ば
、
法
規
は
支
配
す
べ
き
生
活
関
係
を
特
質
に
従
っ
て
定
め
た
法
律
要
件
と
法
律
が
こ
の
法
律
要
件
に
結
合
せ
し
め
る
法
律
効
果
と
か
ら
成
立
す
る
。
例
え
ば
故
意
又
は
過
失
で
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
る
者
は
、
こ
れ
に
因
り
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
(
民
法
第
七
O
九
条
)
こ
の
規
定
の
前
段
の
権
利
の
侵
害
は
法
律
要
件
で
あ
り
、
後
段
の
損
害
賠
償
責
任
は
法
律
効
果
で
あ
る
。
法
律
の
規
定
は
文
言
上
で
は
法
律
要
件
と
法
律
効
果
を
規
定
し
て
お
る
が
、
規
定
の
内
容
は
法
律
要
件
に
該
当
す
る
生
活
関
係
の
支
配
、
す
な
わ
ち
生
活
関
係
の
紛
争
の
解
決
で
あ
る
D
こ
の
規
定
の
法
律
上
の
評
価
は
、
被
害
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
加
害
者
の
損
害
賠
償
の
責
任
で
あ
る
。
動
産
の
ポ
来
の
所
有
者
と
、
そ
の
物
を
第
三
者
か
ら
取
得
し
た
善
意
取
得
者
と
の
紛
争
に
つ
い
て
。
民
法
第
百
九
十
二
条
(
独
第
九
三
二
条
)
は
、
平
穏
且
公
然
に
動
産
の
占
有
を
始
め
た
る
者
が
、
善
意
に
し
て
且
過
失
な
い
と
き
は
、
即
時
に
そ
の
動
産
の
上
に
行
使
す
る
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
五
東
洋
法
学
六
権
利
を
取
得
す
る
と
規
定
す
る
。
法
律
効
果
規
定
に
は
紛
争
に
お
い
て
、
相
対
立
す
る
利
益
の
法
的
評
価
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
は
本
来
の
所
有
者
の
所
有
権
保
有
利
益
と
取
得
者
の
所
有
権
取
得
利
益
と
が
相
対
立
す
る
。
利
益
の
対
立
は
財
産
上
の
利
益
え
の
欲
望
、
例
え
ば
所
有
権
取
得
の
欲
望
も
あ
り
、
債
務
を
免
か
れ
る
こ
と
の
欲
望
も
あ
り
。
身
分
上
の
地
位
の
取
得
を
欲
す
る
欲
望
も
あ
る
。
三
、
個
人
の
利
益
は
法
律
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
場
合
の
標
準
と
な
り
得
る
が
、
個
人
の
利
益
そ
の
も
の
が
す
べ
て
評
価
の
規
準
と
な
る
も
の
で
な
い
。
す
な
わ
ち
動
産
即
時
取
得
の
規
定
に
よ
っ
て
評
価
の
規
準
と
な
る
も
の
は
取
引
の
安
全
の
保
護
で
あ
っ
て
個
人
の
利
益
で
+
h
F
ム、。
孔
町
中
J
、U
私
法
な
い
し
民
法
は
主
と
し
て
個
人
の
利
益
岳
o
F可
g
ω
g
gロ
匂
同
町
内
再
開
5
5
。gロ
を
保
護
す
る
、
こ
の
利
益
は
法
律
関
係
を
他
人
の
侵
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
、
こ
の
法
律
関
係
は
法
律
事
実
に
基
き
発
生
存
続
し
、
法
律
上
の
保
護
が
与
え
ら
れ
、
従
っ
て
権
利
の
発
生
変
更
消
滅
の
効
果
を
生
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
律
上
の
保
護
は
個
人
の
み
の
た
め
に
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ
の
場
合
に
も
社
会
的
観
点
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
の
福
祉
と
合
致
す
る
個
人
の
利
益
の
み
が
、
国
民
主
権
に
よ
っ
て
成
立
し
た
法
律
で
保
護
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
主
と
じ
て
個
人
の
利
益
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
私
法
も
、
公
共
の
福
祉
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
(
2
)
0
四
、
法
規
範
は
個
人
の
利
益
を
他
人
の
利
益
に
優
越
さ
す
こ
と
も
で
き
る
し
(
民
法
第
一
九
二
条
)
、
当
事
者
双
方
の
利
益
の
調
整
を
計
る
こ
と
も
で
き
、
又
当
事
者
の
利
益
を
社
会
の
利
益
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
、
例
え
ば
他
人
の
物
の
加
工
者
が
加
工
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
こ
れ
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
が
償
金
請
求
権
を
取
得
す
る
(
民
法
第
二
四
六
条
、
二
四
八
条
)
こ
と
は
当
事
者
の
利
益
の
調
整
で
あ
り
、
社
団
法
人
の
設
立
運
営
は
個
人
の
利
益
と
社
会
利
益
を
連
結
さ
す
も
の
で
あ
る
。
法
律
効
果
規
定
は
法
律
上
の
評
価
を
現
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
常
に
明
白
に
利
益
評
価
が
現
わ
れ
て
お
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
抽
象
的
な
効
果
規
定
の
う
ち
に
包
含
さ
れ
る
利
益
評
価
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
は
法
学
の
任
務
で
あ
り
、
裁
判
官
の
学
識
経
験
と
社
会
事
情
に
対
す
る
正
確
な
理
解
と
判
断
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
法
律
を
適
用
す
る
裁
判
官
の
法
律
解
釈
の
問
題
が
重
要
と
な
る
。
法
律
の
解
釈
は
法
規
の
も
つ
法
律
上
の
評
価
の
法
則
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
口
そ
の
法
則
は
個
々
の
法
規
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
、
も
し
く
は
数
個
の
法
規
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
認
識
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
、
さ
ら
に
は
関
連
す
る
法
規
の
全
体
か
ら
推
論
し
て
発
見
し
得
る
法
則
す
ら
も
あ
る
。
こ
の
た
め
に
法
律
の
解
釈
は
法
規
の
文
言
解
釈
に
は
じ
ま
り
、
法
規
の
内
容
の
拡
張
、
変
更
、
縮
小
、
補
充
お
よ
び
類
推
の
方
法
が
採
ら
れ
る
。
法
の
欠
陥
の
問
題
は
個
々
の
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
、
紛
争
を
解
決
す
べ
き
評
価
の
法
則
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
論
ぜ
ら
れ
る
。
立
法
者
は
初
め
か
ら
存
在
し
、
も
し
く
は
後
に
発
生
し
た
法
の
欠
陥
の
補
充
を
法
学
と
裁
判
に
よ
っ
て
解
決
せ
し
め
よ
う
と
す
る
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∞
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第
三
評
価
基
準
の
因
子
図
。
話
。
江
口
口
問
え
mw件。
M
1
一
、
利
益
評
価
F
R
g
gロ
σ命
者
向
宮
口
問
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
七
東
洋
法
学
八
利
益
評
価
は
法
律
上
の
評
価
規
準
の
因
子
で
は
あ
る
が
、
利
益
評
価
の
み
で
具
体
的
事
件
に
お
け
る
紛
争
は
、
解
決
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
利
益
評
価
の
み
で
な
し
た
る
裁
判
は
社
会
生
活
の
広
い
範
囲
に
お
い
て
、
有
効
に
作
用
し
、
裁
判
の
絶
対
命
令
と
し
て
、
当
事
者
を
拘
束
す
る
効
力
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
人
間
の
心
理
的
内
部
関
係
に
お
い
て
、
不
充
分
且
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
や
国
民
感
情
が
裁
判
に
対
し
て
与
え
る
高
い
信
頼
と
価
値
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
利
益
法
学
H
E
g
g
g官
民
名
E血
g
N
は
利
益
評
価
を
以
て
、
法
律
上
の
評
価
の
本
質
と
す
る
学
派
(
1
)
で
あ
る
が
、
利
益
の
観
念
が
法
律
上
の
価
値
判
断
に
重
要
な
る
因
子
た
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
利
益
の
観
念
が
規
範
の
解
釈
に
と
っ
て
も
、
決
定
的
で
あ
る
ほ
ど
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
利
益
法
学
派
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
法
律
に
規
定
せ
ら
れ
た
利
益
と
解
決
せ
ら
る
べ
き
場
合
の
利
益
状
態
の
異
同
に
よ
っ
て
、
法
規
が
適
用
せ
ら
れ
、
も
し
く
は
適
用
が
否
定
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
歴
史
的
な
立
法
者
の
意
志
を
考
慮
す
る
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
事
情
に
適
合
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
全
体
的
又
は
部
分
的
に
矛
盾
せ
る
各
種
の
利
益
を
考
慮
し
、
一
定
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
意
思
に
従
っ
て
、
裁
判
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
人
類
、
が
昔
か
ら
最
高
の
価
値
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
か
つ
法
の
本
質
た
る
正
義
の
理
念
。
R
8
Z百
四
円
包
件
と
解
決
の
A
口
目
的
性
N
当
RWHMω
乱
闘
芭
昨
仏
R
関
口
gonva仏
戸
吉
岡
は
法
律
上
の
評
価
因
子
と
し
て
紛
争
の
解
決
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
(
2
)
白
註
1
利
益
法
学
は
イ
エ
リ
ン
グ
の
思
想
に
由
来
し
、
マ
ッ
ク
ス
シ
ョ
l
ラ
の
研
究
に
よ
り
、
学
説
と
し
て
体
系
が
立
て
ら
れ
た
。
最
近
に
い
た
り
、
ス
タ
ー
ル
が
価
値
法
学
司
巳
EHM関
&
日
向
者
一
E
a
g
N
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
利
益
法
学
は
自
由
法
学
派
の
主
張
に
反
対
し
、
裁
判
官
が
自
由
法
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
自
由
法
学
に
よ
れ
ば
裁
判
官
が
法
規
を
不
適
当
と
思
う
と
き
は
、
法
規
に
反
し
て
裁
判
す
る
権
限
を
も
つ
の
で
あ
る
。
国
民
E
-
w
F
F
m
g
m
p
m
w
-
m
W
・O・
ω
・
2
・
の
mwg凹ω
1
司
8問
。
F
同
o
o
r
g
l閉
口
N
山富
0
1
a
p
ω
・
由
ω・
当
山
口
宏
o
v
o日
仏
関
q
u
w
.門司
自
u
R
K
M
E
Zぬロロ
mw
∞-
N
H
1
8・
2
国
乱
防
止
。
V
F
ω
H
M
m
p
M
W
-
m・
o
-
m・
0
N
・
ニ
、
正
義
の
理
念
のめ円。。
vtmro日付
付
法
の
理
念
を
正
義
に
も
と
め
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
法
哲
学
者
の
唱
導
し
た
る
と
こ
ろ
で
、
近
代
の
法
学
思
想
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
正
義
の
本
質
に
関
す
る
研
究
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
は
じ
ま
り
、
哲
学
乃
至
法
哲
学
上
の
問
題
と
し
て
、
絶
え
ず
重
要
な
る
地
位
と
使
命
を
も
っ
て
お
る
。
正
義
は
人
間
共
同
生
活
の
秩
序
を
維
持
す
る
根
本
観
念
(
1
)
た
る
こ
と
は
、
異
論
な
き
も
、
道
徳
、
習
慣
そ
の
他
人
聞
社
会
構
成
諸
原
理
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
原
理
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
概
念
の
も
と
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
が
、
正
義
は
真
、
善
、
美
と
同
様
に
絶
対
的
な
価
値
で
あ
る
。
正
義
は
そ
れ
自
体
独
立
す
る
価
値
で
あ
り
、
他
の
高
い
価
値
か
ら
拍
き
出
さ
れ
る
も
の
で
な
い
、
そ
の
特
質
と
す
る
と
こ
ろ
は
力
の
行
使
を
背
景
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
正
義
の
核
心
は
平
等
の
目
。
宵
何
回
目
Haけ
の
観
念
で
あ
る
。
正
義
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
〉
立
件
。
件
。
-g
以
来
、
二
個
の
異
る
形
式
に
お
い
て
表
現
す
る
と
考
え
ら
れ
た
D
す
な
わ
ち
正
義
の
観
念
は
、
平
均
的
正
義
k
p
g
m
F
W
F
g仏
ゅ
の
2
2宮山
mwo日
付
(
〕
ロ
己
主
ω
8
5
5
E
m
i
t-S)
と
配
分
的
正
義
krcω
窓
口
g
仏
ゅ
の
R
R宮山
mwo芹
(
吉
注
目
件
宮
内
出
ω片
片
手
足
町
内
凶
)
に
分
れ
る
。
平
均
的
正
義
は
給
付
と
反
対
給
付
、
例
え
ば
商
品
と
代
価
、
損
害
と
補
償
、
犯
罪
と
刑
罰
の
絶
対
的
平
等
を
意
味
し
、
配
分
的
正
義
は
多
数
人
の
取
扱
に
お
い
て
。
関
係
的
公
平
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
差
異
あ
る
支
払
能
力
の
標
準
に
従
っ
て
す
る
差
異
あ
る
課
税
、
勤
務
年
限
と
能
力
に
応
じ
て
す
る
昇
級
の
如
く
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
九
東
洋
法
学
。
で
あ
る
。
平
均
的
正
義
は
相
互
に
正
し
く
平
等
の
地
位
に
置
か
れ
た
二
人
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
、
配
分
的
正
義
は
負
担
を
諜
せ
ら
れ
、
も
し
く
は
利
益
を
与
え
ら
れ
て
上
下
の
地
位
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
の
、
少
く
と
も
三
名
以
上
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
私
法
は
平
等
の
地
位
の
人
に
関
す
る
法
で
あ
り
、
公
法
は
上
と
下
の
地
位
に
お
る
人
に
関
す
る
法
と
観
察
す
る
な
ら
ば
、
平
均
的
正
義
は
私
法
の
正
義
で
あ
り
、
配
分
的
正
義
は
公
法
の
正
義
で
あ
る
(
2
M
O
ゆ
正
義
は
法
の
理
念
で
あ
り
、
法
規
範
の
拘
束
力
は
正
義
の
理
念
の
具
体
化
で
あ
る
。
す
べ
て
の
紛
争
解
決
規
範
は
正
義
の
理
念
を
内
包
す
る
か
ら
、
法
律
上
の
評
価
は
正
義
に
よ
る
価
値
判
断
で
あ
る
。
法
律
が
相
対
立
す
る
当
事
者
の
利
益
を
評
価
す
る
場
合
に
、
正
義
の
理
念
に
よ
っ
て
法
律
上
の
評
価
が
な
さ
れ
る
、
例
え
ば
民
法
第
百
九
十
二
条
の
動
産
即
時
取
得
の
法
則
に
よ
る
評
価
は
、
取
引
が
維
持
せ
ら
れ
る
法
的
現
象
た
る
事
実
を
当
事
者
が
誘
引
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
産
所
有
権
の
取
得
が
社
会
正
義
に
適
合
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
又
第
千
二
十
二
条
の
遺
言
の
取
消
は
、
受
贈
者
の
利
益
取
得
の
欲
望
を
否
定
し
、
遺
贈
者
の
主
観
的
意
思
の
み
に
評
価
の
基
準
を
お
く
こ
と
が
正
義
に
適
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
正
義
は
規
範
の
客
観
的
拘
束
力
的
内
容
で
あ
る
が
法
規
に
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
お
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
か
ら
。
法
律
の
解
釈
に
よ
っ
て
正
義
の
理
念
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
判
決
規
範
か
ら
抽
き
出
さ
れ
る
裁
判
は
、
抽
象
的
一
般
的
な
正
義
理
念
の
具
体
化
で
あ
る
。
裁
判
官
が
法
律
に
拘
束
せ
ら
れ
る
と
は
、
規
範
の
内
容
た
る
正
義
理
念
に
拘
束
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
註
1
人
の
思
考
作
用
は
自
己
を
環
境
に
適
応
せ
し
む
る
こ
と
を
希
求
す
る
か
ら
、
思
考
の
法
則
は
利
己
的
と
利
他
的
の
衝
動
の
一
定
の
中
庸
、
す
な
わ
ち
調
和
を
要
求
す
る
、
そ
こ
で
実
際
上
は
こ
の
二
個
の
衝
動
を
外
部
的
秩
序
に
調
和
せ
し
む
る
精
神
と
、
外
部
的
秩
序
を
維
持
す
る
精
神
が
生
れ
る
。
こ
の
秩
序
維
持
の
精
神
が
正
義
で
あ
る
。
の
m凶同
1
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国
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色
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市
}
件
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∞・
Nω
・
紛
争
解
決
の
令
目
的
性
N
君。。
w
B
M官
ω日
向
山
内
包
仲
け
法
規
の
合
目
的
性
裁
判
官
は
正
義
の
理
念
に
拘
束
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
解
決
の
合
目
的
性
N
当
R
W
B智
弘
mwo符
岳
月
開
口
同
RHM巴
仏
ロ
ロ
拘
に
拘
束
せ
ら
れ
る
。
裁
判
官
の
裁
判
は
紛
争
解
決
の
結
果
が
訴
訟
当
事
者
の
た
め
に
利
益
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
に
公
共
の
利
益
に
適
合
す
る
よ
う
に
訴
訟
の
対
象
物
の
利
用
性
Z
己
N
ロ
ロ
肉
色
2
ω
可
O
R
m
o
m
o
g窓
口
色
。
ω
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
合
目
的
性
は
解
決
の
対
象
た
る
権
利
又
は
法
律
関
係
の
利
用
性
で
あ
る
か
ら
、
正
義
の
理
念
と
区
別
せ
ら
れ
る
。
広
義
に
お
け
る
一
般
規
範
の
合
目
的
性
と
は
、
平
和
を
み
だ
し
、
も
し
く
は
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
当
事
者
又
は
第
三
者
に
対
し
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
教
育
的
も
し
く
は
畏
嚇
的
な
作
用
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
私
法
上
の
紛
争
解
決
規
範
の
合
目
的
性
は
、
個
人
の
利
益
の
保
護
が
、
こ
れ
と
共
に
公
共
の
利
益
の
保
護
に
適
合
す
る
作
用
を
な
さ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
規
範
の
合
目
的
性
は
法
規
の
性
質
に
よ
っ
て
、
私
益
に
関
す
る
も
の
あ
り
、
叉
公
共
性
を
強
く
要
求
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
民
法
に
お
い
て
強
行
規
定
N
若
宮
m
g品
。
同
2
何回宮
ω伊丹
F
吉
ω
g拘
gω
の
定
む
る
と
こ
ろ
は
、
公
益
に
適
合
す
る
こ
と
を
解
決
の
目
的
と
し
て
強
く
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
東
洋
法
川字
民
法
規
定
は
強
行
規
定
と
任
意
規
定
Z
S
F
m目。
z
m
o
同
ゅ
の
宮
w
〕ロ
ω
内田町
u
g
R守
口
B
を
包
含
す
る
、
強
行
規
定
が
公
益
に
適
合
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
に
反
し
、
任
意
規
定
は
私
法
自
治
の
思
想
品
目
。
の
包
ωロ
wm出
向
日
民
同
vazsa。
ロ
。
旨
ぽ
に
根
拠
を
も
つ
か
ら
、
当
事
者
の
利
益
に
重
点
が
お
か
れ
る
。
し
か
し
各
規
定
が
い
づ
れ
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
立
法
趣
旨
そ
の
他
を
考
え
解
釈
に
よ
っ
て
定
め
る
ほ
か
な
い
F
l
J
o
t斗
合
目
的
解
決
個
々
の
場
合
に
お
け
る
最
も
合
目
的
な
解
決
は
裁
判
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
者
が
解
決
の
対
象
を
社
会
的
作
用
の
た
め
に
公
共
的
に
重
要
な
も
の
と
考
え
た
場
合
に
は
、
A
口
自
性
は
強
く
要
求
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
民
法
第
二
百
十
条
第
二
百
十
一
条
の
四
横
地
通
行
権
に
関
す
る
規
定
等
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
は
特
殊
の
評
価
規
定
に
よ
っ
て
、
具
体
的
場
合
に
お
け
る
合
目
的
な
解
決
を
裁
判
官
に
委
ね
る
、
こ
の
場
合
に
は
所
謂
不
確
定
な
注
概
念
を
採
用
し
、
又
は
裁
判
官
に
裁
量
権
を
委
ね
る
、
こ
れ
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
研
究
す
る
。
註
1
出。山口一司目。
HHFυ
ロm
o
w
m
w
-
M
W
・
O
・
ω
-
E
同
不
確
定
の
法
概
念
ロ
σ
g
t
E
B
Z
M
N
2
v
g
σ
o
m門
戸
段
。
(1) 
不
確
定
の
法
概
念
不
確
定
の
法
概
念
は
近
代
の
法
発
展
の
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
信
義
誠
実
吋
月
ロ
ロ
ロ
色
合
ωロ
σ
g
(民
法
第
一
条
)
、
善
良
風
俗
の
観
念
。
ロ
件
。
ω芹
ぽ
ロ
(
民
注
第
九
O
条
)
、
慣
習
〈
RwoFBω
目
立
。
(
独
第
一
五
七
条
第
二
四
条
)
の
如
く
、
裁
判
官
を
拘
東
す
る
特
殊
の
評
価
概
念
を
法
規
が
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
規
定
は
規
範
の
内
容
と
な
る
評
価
を
法
律
外
の
価
値
を
以
て
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
る
、
こ
の
場
合
に
は
法
律
は
理
想
に
従
っ
て
3
2
E
g
Z
R
V
)
一
ケ
の
解
法
の
み
が
可
能
で
あ
る
と
見
て
お
る
の
で
あ
る
、
法
の
内
容
は
効
果
的
に
明
瞭
に
補
充
せ
ら
れ
、
個
々
の
場
合
に
広
く
適
合
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
不
確
定
の
法
概
念
を
採
用
す
る
規
定
は
、
特
殊
の
評
価
規
定
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
が
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
の
動
揺
性
は
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
そ
の
動
揺
は
個
々
の
場
合
に
お
け
る
事
実
上
の
性
質
か
ら
生
ず
る
も
の
で
、
法
律
上
の
性
質
で
は
な
い
。
不
確
定
な
法
概
念
は
裁
判
官
を
拘
束
し
、
法
律
の
規
定
の
限
界
で
、
具
体
的
場
合
に
お
け
る
正
義
を
考
慮
し
、
そ
の
紛
争
に
お
い
て
最
も
適
当
な
解
決
を
探
究
す
る
こ
と
を
命
ず
る
。
不
確
定
の
法
概
念
は
法
の
正
し
い
内
容
を
補
充
す
る
た
め
に
、
法
律
の
採
用
す
る
特
別
の
手
段
で
あ
る
。
フ
エ
ニ
ン
ガ
毘
g
Eロ
m
R
に
よ
れ
ば
、
法
規
の
空
隙
な
と
こ
ろ
に
対
象
に
従
っ
て
、
時
と
場
所
と
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
社
会
則
盟
詳
ゆ
を
法
則
と
し
て
補
充
す
る
と
こ
ろ
の
白
地
法
切
宮
口
W
Z仲間
g
a
Nゆ
が
あ
る
。
こ
の
法
則
は
制
定
法
の
一
部
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
す
る
か
、
又
は
正
当
で
な
い
適
用
は
制
定
法
自
体
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
、
か
か
る
制
定
法
の
一
部
は
法
律
の
廃
止
変
更
と
い
う
普
通
の
方
法
に
よ
ら
な
い
で
作
り
あ
げ
ら
れ
、
又
新
し
く
作
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
定
法
の
間
接
的
な
一
部
は
変
転
す
る
社
会
則
か
ら
、
そ
の
内
容
を
感
受
す
る
(
1
)
O
慣
習
〈
RwmwV250
は
民
法
第
九
十
二
条
に
よ
り
、
意
思
表
示
の
解
釈
補
充
の
効
力
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
上
は
不
確
定
の
法
概
念
と
し
て
法
の
内
容
を
補
充
し
な
い
。
し
か
る
に
独
民
法
で
は
、
こ
れ
と
異
り
不
確
定
の
法
概
念
で
あ
る
。
独
民
法
第
二
百
四
十
二
条
に
よ
れ
ば
慣
習
を
考
慮
し
て
債
務
の
内
容
が
決
定
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
独
学
者
は
慣
習
の
性
質
に
つ
い
て
意
見
を
異
に
し
て
お
り
、
或
は
、
慣
習
は
法
律
の
固
有
の
構
成
部
分
で
は
な
い
が
、
補
充
的
法
源
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
東
1手
法
旦4
寸‘
四
。
H.m
山口
NOロ
品
。
問
。
。
伊
丹
ωmco--
で
あ
る
と
し
、
或
は
、
慣
習
は
そ
の
力
を
法
律
に
負
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
で
は
、
副
法
源
∞O
W
C仏
邸
内
O
河内
w
の
伊
訪
問
ロ
告
で
あ
る
と
し
、
或
は
慣
習
は
法
規
実
現
に
あ
た
り
、
そ
の
力
を
法
律
に
よ
っ
て
拍
き
出
さ
れ
る
か
ら
、
抽
出
法
源
仰
げ
阿
巴
ゆ
芹
O
M
w
o
n
F
g
m
c
oロ
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
等
は
そ
れ
ぞ
れ
ク
ロ
1
メ
の
8
5
0
ツ
ー
ル
吋
CHM一円
イ
エ
リ
ネ
ヲ
ク
Ho--zow
等
に
よ
り
て
代
表
せ
ら
れ
る
(
2
)
0
註
1
可
な
ロ
H山口問
o
p
d
σ
H
B
m
ロ
ロ
血
。
同
1amovgHH。y
ω
・
3
毘
-w
コほ・
2
の
8
5
P
ω
M
1
R
O
B
u
m
-
H寸・
4
・
4
己
目
・
内
凶
2
n
-
-
m
O
B
O
Z
o
-門。四回
aom
仏
σ己
ωOげ
O
D
切
符
m
町内山己目。何回
O
D
同
2
F
Z
W
H
u
g
-
同
色
岡
山
口
o
F
の
OωOHNwmoωOHM問。
ω州
WHd『
o
n
aロロ閃
w
H
S
ω
・
ω
・
N
0
・
(2) 
白
地
法
規
《
同
州
凶
ω
切ぽーロ
H
n
o
立
制
。
ω04口M
n
民
法
の
領
域
に
お
い
て
は
白
地
法
規
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
は
真
正
の
意
味
の
白
地
法
規
で
あ
っ
て
、
法
概
念
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
白
地
法
規
で
は
な
い
、
白
地
法
規
に
関
し
て
は
研
究
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
法
学
者
に
よ
っ
て
研
究
の
努
力
が
払
わ
れ
て
お
る
が
、
問
題
の
中
心
は
白
地
法
規
に
お
け
る
不
確
定
の
法
概
念
補
充
の
性
質
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
真
正
白
地
法
規
民
法
に
お
け
る
真
正
白
地
法
規
は
、
民
法
規
定
が
他
の
法
規
に
よ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
る
規
定
で
あ
る
(
1
)
。
例
え
ば
第
百
七
十
七
条
は
不
動
産
登
記
法
で
補
充
せ
ら
れ
、
第
二
百
四
十
条
お
よ
び
第
二
百
四
十
一
条
は
遺
失
物
法
で
補
充
さ
れ
、
第
七
百
三
十
九
条
は
戸
籍
法
で
補
充
さ
れ
て
、
法
規
が
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
内
容
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
補
充
さ
れ
る
白
地
法
規
も
、
各
独
立
の
法
規
で
と
も
に
実
定
法
的
効
力
を
有
す
る
か
ら
、
補
充
法
規
が
白
地
法
規
に
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
規
の
一
部
と
な
り
は
じ
め
て
実
定
法
的
効
力
を
取
得
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
法
規
の
制
定
も
し
く
は
法
律
の
効
力
発
生
に
関
し
て
、
疑
問
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
白
地
法
規
と
補
充
法
規
が
同
一
法
域
内
宮
ω
8
5
0
同
R
E
m岳
山
色
に
属
す
る
必
要
は
な
い
、
例
え
ば
民
法
第
百
七
十
七
条
お
よ
び
第
七
百
三
十
九
条
は
私
法
で
あ
る
が
、
不
動
産
登
記
法
お
よ
び
戸
籍
法
は
公
法
に
属
す
る
。
独
民
法
で
は
売
主
の
担
保
責
任
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
破
滅
と
担
保
期
間
は
命
令
に
よ
っ
て
さ
え
補
充
さ
れ
る
(
独
第
四
八
二
条
第
二
項
)
口
ロ
規
範
に
よ
る
補
充
規
範
で
は
あ
る
が
、
実
定
法
的
効
力
を
有
し
な
い
規
範
に
よ
っ
て
法
規
は
補
充
さ
れ
る
。
例
え
ば
法
例
第
三
条
は
、
人
の
能
力
は
其
本
国
法
に
よ
り
て
之
を
定
む
と
規
定
す
る
。
外
国
法
は
規
範
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
そ
れ
自
体
実
定
法
的
効
力
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
故
に
裁
判
官
が
外
国
法
を
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
口
し
か
し
法
律
に
お
い
て
本
国
法
な
る
概
念
を
も
っ
て
法
規
の
内
容
と
定
め
る
か
ら
、
外
国
法
は
実
定
法
的
効
力
を
生
ず
る
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
外
国
人
に
つ
い
て
は
各
国
と
も
特
殊
の
事
情
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
行
為
能
力
に
関
し
年
齢
の
差
異
が
あ
る
、
こ
れ
を
具
体
的
に
法
規
の
内
容
と
す
る
こ
と
は
立
法
技
術
上
困
難
で
あ
り
、
か
つ
適
当
と
し
な
い
か
ら
、
所
謂
本
国
法
な
る
概
括
的
概
念
に
よ
っ
て
法
規
の
内
容
を
規
定
し
た
、
法
規
の
内
容
と
な
っ
た
ら
、
こ
の
場
合
実
定
法
的
効
力
を
有
し
、
内
国
に
お
い
て
適
用
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
外
国
法
規
を
補
充
規
範
と
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
一
般
内
国
法
以
外
の
領
域
に
属
す
る
規
範
を
民
法
の
補
充
規
範
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
か
つ
適
当
で
あ
る
。
民
法
は
公
序
良
俗
、
信
義
誠
実
等
の
概
念
を
も
っ
て
白
地
法
定
の
補
充
規
範
と
し
た
。
慣
習
〈
R
W
O
H
H
H弘
件
。
が
補
充
概
念
と
な
る
か
否
か
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
定
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
民
法
規
定
と
独
民
法
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
一五
東
洋
法
学
一
六
規
定
と
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
民
法
第
九
十
二
条
は
、
慣
習
が
当
事
者
の
意
思
表
示
を
補
充
す
る
効
力
あ
る
こ
と
を
定
め
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
法
規
を
補
充
す
る
効
力
は
な
い
、
従
っ
て
法
規
補
充
の
概
念
と
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
故
に
当
事
者
は
慣
習
の
存
在
を
知
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
、
独
民
法
に
よ
れ
ば
、
慣
習
は
意
思
表
示
の
内
容
を
補
充
す
る
効
力
(
独
第
一
五
七
条
)
と
法
規
の
内
容
を
補
充
す
る
効
力
が
あ
る
、
法
規
の
内
容
を
補
充
す
る
効
力
が
あ
る
か
ら
、
独
民
法
で
は
慣
習
は
補
充
概
念
で
あ
る
。
(
2
)
0
 
補
充
概
念
を
定
め
た
規
定
は
、
法
律
効
果
規
定
で
あ
っ
て
法
規
の
内
容
は
弾
力
性
を
有
し
、
内
容
の
補
充
に
よ
っ
て
法
規
は
適
用
性
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
当
事
者
は
慣
習
の
存
在
を
知
る
こ
と
を
要
し
な
い
、
こ
の
場
合
に
は
慣
習
は
法
規
の
一
部
と
な
る
か
ら
、
慣
習
に
つ
い
て
誤
解
又
は
適
用
の
誤
り
は
、
法
則
の
解
釈
も
し
く
は
適
用
の
違
法
と
な
る
か
ら
、
上
告
の
理
由
と
な
る
(31
民
法
々
規
が
他
の
法
規
の
有
効
性
を
認
め
た
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
た
法
規
は
、
そ
れ
に
よ
り
実
定
法
的
効
力
を
有
す
る
か
ら
、
補
充
概
念
と
は
な
ら
な
い
、
有
効
性
を
認
め
た
法
規
と
有
効
性
を
認
め
ら
れ
た
法
規
は
別
個
の
内
容
を
も
っ
二
個
の
独
立
し
た
規
範
が
存
在
し
一
方
の
法
規
は
他
の
法
規
の
効
力
の
た
め
に
不
可
欠
の
条
件
を
創
造
す
る
、
そ
の
条
件
充
た
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
の
法
規
は
独
立
の
方
法
に
お
い
て
自
己
形
成
の
内
容
を
以
て
法
的
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
関
係
は
民
法
規
定
と
法
人
の
定
款
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
人
の
定
款
は
実
定
法
的
効
力
を
有
す
る
規
範
で
は
あ
る
が
、
民
法
規
定
の
補
充
概
念
で
は
な
い
、
民
法
規
定
は
定
款
の
有
効
性
を
認
む
る
の
み
で
あ
る
。
定
款
の
有
効
性
の
た
め
に
、
民
法
規
定
は
不
可
欠
の
条
件
を
作
る
が
、
こ
の
条
件
の
充
た
さ
れ
る
と
共
に
、
独
立
の
方
法
に
お
い
て
定
款
は
自
己
形
成
の
内
容
を
も
っ
て
法
人
の
組
織
運
営
に
関
す
る
秩
序
を
法
的
に
設
定
す
る
。
民
法
規
定
と
定
款
と
は
内
容
を
異
に
す
る
こ
個
の
独
立
し
た
規
範
で
あ
る
。
民
法
規
定
に
よ
り
有
効
性
を
承
認
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
規
範
た
る
定
款
は
形
成
さ
れ
る
が
、
白
地
法
定
の
場
合
の
よ
う
に
民
法
規
定
の
適
用
可
能
性
の
た
め
に
、
定
款
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
ノ、
判
断
要
素
に
よ
る
補
充
山口
ω
め
同
一
円
め
の
何
回
己
仙
の
四
回
。
切
mwg同
件
。
山
i
E
口
問
ω目。
B
g
H
に
よ
っ
て
内
容
を
定
む
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
、
例
え
ば
法
規
の
内
容
に
信
義
誠
実
叶
B
C
ロ
ロ
品
。
g
c
σ
g
の
概
念
法
規
は
そ
の
内
容
を
自
ら
定
め
な
い
で
、
拠
る
べ
き
一
般
的
基
準
を
示
し
、
法
以
外
の
判
断
要
素
を
採
用
し
て
お
る
こ
と
で
あ
る
(
民
法
第
一
条
第
二
項
、
独
法
第
二
四
二
条
)
。
」
の
場
合
に
は
法
内
容
が
社
会
的
観
点
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
か
ら
、
法
規
の
適
用
性
の
た
め
に
、
基
準
と
な
る
法
の
指
図
は
不
変
更
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
社
会
事
情
が
発
展
変
更
す
る
と
共
に
、
法
内
容
も
発
展
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
、
こ
れ
は
法
規
の
命
ず
る
一
般
基
準
性
に
よ
っ
て
、
法
規
の
内
容
が
補
充
せ
ら
れ
法
律
に
弾
力
性
を
与
え
る
、
こ
の
法
以
外
の
判
断
要
素
が
不
確
定
の
法
概
念
と
称
せ
ら
れ
る
。
ー
補
充
の
性
質
判
断
要
素
∞
2
立
色
ロ
ロ
宮
Bog-OE
の
命
ず
る
と
こ
石
の
規
範
は
法
規
に
補
充
せ
ら
れ
て
法
規
の
一
部
と
な
る
も
、
こ
の
性
質
は
法
の
創
造
で
は
な
く
、
法
適
用
の
た
め
に
す
る
補
充
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
法
規
の
定
め
る
一
般
基
準
に
よ
る
判
断
要
素
の
命
ず
る
規
範
は
、
法
規
を
補
充
し
て
、
制
定
法
的
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
、
そ
の
規
範
は
法
源
で
は
な
い
、
法
源
開
-
R
F
Z
m
g
F
は
実
定
法
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
規
範
で
あ
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
が
(
4
)
こ
れ
に
反
し
、
こ
の
規
範
は
法
規
の
内
容
を
補
充
す
る
性
質
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
か
な
る
範
囲
で
補
充
作
用
を
す
る
か
は
、
規
範
自
ら
の
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
基
準
を
定
め
た
法
律
の
規
定
に
の
み
繋
っ
て
お
る
。
ホ
補
充
作
用
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
一七
東
洋
法
~ 
ザー
}¥ 
民
法
の
法
律
効
果
的
規
定
の
内
容
は
、
法
律
要
件
と
、
こ
れ
に
結
合
す
る
法
律
効
果
で
あ
る
、
法
規
の
定
め
る
抽
象
的
法
律
要
件
は
、
一
定
の
具
体
的
事
実
自
体
を
対
象
と
し
て
お
る
こ
と
が
あ
る
、
例
え
ば
人
の
出
生
の
如
く
で
あ
る
、
又
具
体
的
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
取
引
に
お
い
て
要
求
せ
ら
れ
る
注
意
義
務
の
悌
怠
の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
価
値
判
断
は
社
会
的
評
価
の
問
題
で
あ
る
か
ら
補
充
さ
れ
る
法
規
の
内
容
は
社
会
事
情
に
繋
っ
て
お
り
、
従
っ
て
社
会
的
見
解
m
g巴
l
】
ω
の
甘
え
己
目
。
H
H
O
K
F
C
ω
のH
M
m
H
H
ロ
m
o口
、
が
標
準
と
な
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
法
律
要
件
が
社
会
的
評
価
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
み
で
は
な
い
、
法
律
要
件
と
結
合
し
て
発
生
し
た
法
律
効
果
が
価
値
判
断
の
対
象
と
な
り
、
社
会
的
評
価
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
、
例
え
ば
民
法
第
一
条
第
二
項
、
独
民
法
第
二
百
四
十
二
条
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
発
生
し
た
る
権
利
義
務
は
信
義
誠
実
の
規
範
に
よ
っ
て
内
容
が
制
限
せ
ら
れ
る
、
信
義
誠
実
は
社
会
的
評
価
の
基
準
で
あ
り
、
こ
の
規
準
に
よ
る
社
会
的
価
値
判
断
に
よ
っ
て
法
規
の
内
容
は
決
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
効
果
の
内
容
が
社
会
的
価
値
判
断
に
繋
っ
て
お
る
場
合
に
、
法
律
効
果
の
内
容
の
決
定
が
無
制
限
に
な
さ
れ
る
か
、
又
は
一
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
な
さ
れ
る
か
は
、
法
規
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
異
っ
て
お
る
。
法
律
が
法
規
の
内
容
の
決
定
を
法
以
外
の
判
断
要
素
に
委
ね
た
場
合
に
は
、
個
々
の
事
件
に
つ
い
て
法
律
効
果
が
著
し
く
異
っ
た
も
の
と
な
る
し
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
広
狭
の
差
を
生
ず
る
こ
と
は
、
免
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
法
規
が
不
確
定
な
法
概
念
を
法
律
要
件
に
も
法
律
効
果
に
も
、
採
り
入
れ
る
こ
と
を
拡
張
す
る
な
ら
ば
、
遂
に
は
法
律
の
内
容
は
判
断
要
素
た
る
社
会
因
子
moaめロωl
。
何
回
州
民
己
目
の
何
回
。
司
何
回
目
見
。
窓
口
に
よ
っ
て
全
く
左
右
さ
れ
て
、
法
律
は
退
化
し
、
法
た
る
性
質
を
も
失
う
こ
と
に
な
る
、
そ
の
最
も
極
端
な
場
A
口
を
考
え
る
な
ら
ば
、
法
律
要
件
も
法
律
効
果
も
何
等
の
制
限
な
し
に
、
具
体
的
事
件
に
お
け
る
個
別
的
な
判
断
に
よ
っ
て
法
律
の
内
容
が
補
充
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
る
、
そ
の
最
も
顕
著
な
例
と
し
て
古
代
に
お
け
る
有
名
な
非
行
者
所
罰
規
定
ωの
FE--g円高・
5
m
g匂
F
が
あ
っ
た
。
こ
の
法
定
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
な
ら
ず
者
の
行
為
は
、
そ
の
非
行
の
程
度
に
応
じ
て
所
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
に
所
罰
の
権
利
は
適
用
者
の
意
思
に
無
制
限
に
委
さ
れ
て
お
る
こ
と
と
な
る
、
か
か
る
規
定
は
法
律
文
化
の
発
達
し
た
る
近
代
の
法
思
想
に
よ
る
立
法
か
ら
は
顧
み
ら
れ
る
観
念
で
は
な
く
、
も
と
よ
り
各
国
の
現
行
法
制
で
は
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
近
代
の
法
律
に
お
い
て
も
、
法
内
容
の
固
定
化
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
法
の
発
展
に
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
律
の
合
目
的
性
に
も
適
合
す
る
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
故
に
法
規
の
内
容
に
弾
力
性
を
与
え
る
た
め
に
不
確
定
の
法
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
近
代
立
法
技
術
の
特
色
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
註
ーワu
宅
-Ho--zoww
の
2
2
N
I
C
2
2
8
P君。ロ仏
E
M関
口
ω
4
q
・・∞
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仏
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B
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ゆ
E
P
H
H
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4
法
源
を
い
か
な
る
意
味
に
解
す
る
か
は
、
用
語
の
問
題
で
あ
っ
て
本
質
的
の
も
の
で
な
い
が
、
本
文
は
通
説
の
意
味
と
用
法
に
従
っ
た
。
し
か
L
多
く
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
お
る
。
法
源
河
内
u
s
z
m
g
ロ
o
な
る
言
葉
は
多
く
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
或
は
国
家
は
す
べ
て
の
法
の
源
で
あ
る
と
解
し
、
或
は
法
則
の
存
在
を
認
識
す
る
に
役
立
つ
古
文
書
そ
の
他
の
資
料
と
解
し
、
或
は
法
の
根
源
で
あ
る
国
民
の
法
的
確
信
で
あ
る
と
解
す
る
。
。mwBOElA宅
g
m
o
p
m
H
・P・0・
∞
・
お
毘
・
法
源
は
欧
州
文
化
国
の
全
国
民
の
法
学
研
究
の
基
礎
と
な
る
ロ
l
マ
法
で
あ
る
。
巴
ω口岡崎ロ吋
m-HMmD仏。附件。ロ
w
出血・
H
∞・
ω・
通
説
に
よ
れ
ば
実
定
法
の
内
容
を
形
成
す
る
規
範
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
制
定
法
と
慣
習
法
と
が
あ
る
0
0
0
2
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特
別
事
情
回
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g
m
H片
品
g
pニ
-2
に
よ
否
判
断
イ
法
規
適
用
の
補
助
手
段
法
律
の
弾
力
性
あ
る
規
定
は
、
内
容
が
は
じ
め
に
唯
一
度
定
め
ら
れ
、
固
定
す
る
よ
う
な
方
法
を
や
め
て
、
個
々
の
場
合
に
法
規
適
用
の
た
め
に
法
以
外
の
補
助
手
段
国
民
ω
旨
芹
ZH
を
採
用
す
る
。
法
規
の
内
容
に
法
概
念
を
用
い
る
こ
と
は
、
こ
の
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
法
規
の
内
容
が
固
定
し
た
る
も
の
と
異
り
、
内
容
的
に
基
準
と
な
る
因
子
司
ω宮
ミ
は
一
層
動
的
と
な
り
、
法
以
外
の
社
会
的
観
点
で
法
の
内
容
は
決
定
さ
れ
る
(
1
)
口
法
律
は
さ
ら
に
解
決
の
合
目
的
性
の
た
め
に
他
の
補
助
手
段
を
採
用
す
る
、
こ
れ
は
個
々
の
場
合
の
特
別
事
情
回
mgω
江
島
g
司色目。
ω
の
中
に
補
助
手
段
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
法
概
念
に
よ
る
判
断
と
特
別
事
情
の
提
供
す
る
判
断
材
料
に
よ
る
判
断
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
が
解
決
さ
れ
る
が
、
特
別
事
情
に
よ
る
判
断
は
一
般
法
概
念
に
よ
る
判
断
よ
り
も
、
一
層
決
定
的
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
具
体
的
事
情
が
何
等
特
別
の
判
断
材
料
を
提
供
し
な
い
場
合
で
も
、
紛
争
は
法
概
念
の
適
用
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
る
。
個
別
化
さ
れ
た
補
助
手
段
た
る
特
別
事
情
に
よ
る
判
断
は
、
客
観
的
な
補
充
概
念
に
よ
る
判
断
を
妨
げ
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
と
も
に
い
ず
れ
も
判
断
さ
れ
て
紛
争
は
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
法
律
の
規
定
民
法
第
四
百
十
八
条
お
よ
び
第
七
百
二
十
二
条
第
二
項
(
独
民
第
二
五
四
条
第
一
項
)
は
所
謂
損
害
賠
償
に
関
す
る
過
失
相
殺
の
規
定
で
あ
る
、
損
害
の
発
生
も
し
く
は
損
害
額
の
増
大
に
つ
い
て
被
害
者
が
共
同
責
任
あ
る
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
責
任
の
有
無
お
よ
び
損
害
額
の
減
少
が
考
慮
さ
れ
る
。
損
害
発
生
に
つ
い
て
の
共
同
責
任
は
、
被
害
者
が
自
己
の
責
任
あ
る
行
為
で
損
害
に
共
同
原
因
自
由
仲
良
怠
l
の巴向。
HMg
〈
RHM包
件
。
ロ
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
被
害
者
の
共
同
原
因
た
る
行
為
が
、
い
か
な
る
場
合
に
過
失
的
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
過
失
あ
る
行
為
は
法
の
要
求
に
基
き
評
価
さ
れ
、
批
難
に
値
す
る
行
為
で
あ
る
。
取
引
上
に
お
け
る
注
意
を
怠
っ
た
行
為
で
、
他
人
の
利
益
を
危
く
す
る
こ
と
は
こ
の
批
難
を
受
け
る
、
し
か
し
自
己
の
不
注
意
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
害
す
る
行
為
は
、
法
の
評
価
に
お
い
て
は
批
難
さ
れ
る
価
値
は
な
い
、
こ
れ
は
自
己
の
軽
卒
の
行
為
の
結
果
に
対
し
て
は
自
ら
責
任
を
負
う
べ
き
で
、
こ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
は
法
の
責
務
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
己
の
不
注
意
に
基
く
損
害
を
他
人
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
泥
酔
し
て
お
る
運
転
手
た
る
こ
と
を
知
っ
て
自
動
車
に
乗
車
し
た
客
は
、
法
律
上
の
義
務
違
背
を
し
た
者
で
は
な
く
、
自
己
保
存
の
注
意
を
怠
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
彼
が
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
、
共
同
原
因
を
与
え
た
行
為
に
つ
い
て
自
己
の
責
任
の
範
囲
に
お
い
て
損
害
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
損
害
ま
で
を
運
転
手
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
き
れ
ば
被
害
者
の
過
失
は
一
般
の
過
失
と
異
り
、
比
喰
的
意
味
に
お
い
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
過
失
と
は
注
意
義
務
の
慌
怠
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
お
る
(
2
)
。
自
己
に
対
す
る
注
意
義
務
は
法
的
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
乗
客
の
不
注
意
は
所
謂
過
失
と
は
観
念
を
異
に
し
て
お
る
が
、
し
か
し
過
失
を
広
義
に
解
し
、
他
人
又
は
自
己
を
損
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
必
要
な
社
会
的
注
意
を
怠
り
た
る
こ
と
と
す
る
な
ら
ば
、
法
規
の
正
し
い
解
釈
で
あ
り
、
過
失
相
殺
の
理
論
上
の
根
拠
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
i
ザ
ヲ
ク
の
o
ω
R
W
に
よ
れ
ば
自
己
の
利
益
に
対
す
る
過
失
的
侵
害
、
す
な
わ
ち
自
己
自
身
に
対
す
る
過
大
も
法
律
生
活
に
お
い
て
重
要
な
関
係
を
も
っ
、
例
え
ば
段
損
し
や
す
い
物
を
他
人
に
寄
託
し
た
と
き
に
、
物
の
興
損
し
や
す
い
こ
と
を
不
注
意
で
告
げ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
相
手
方
の
不
注
意
に
よ
る
物
の
野
損
と
過
失
相
殺
は
あ
り
得
る
(
3
)
O
民
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紛
争
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学
被
害
者
が
損
害
の
発
生
又
は
損
害
の
増
大
に
つ
き
共
同
責
任
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
賠
償
義
務
な
ら
び
に
損
害
の
数
額
は
被
害
者
の
原
因
関
係
に
お
け
る
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
、
共
同
責
任
の
標
準
に
従
っ
て
具
体
的
場
合
に
お
い
て
、
具
体
的
事
情
を
材
料
と
し
、
社
会
的
価
値
判
断
が
な
さ
れ
、
加
害
者
に
損
害
賠
償
責
任
あ
り
と
し
又
は
な
し
と
せ
ら
れ
、
も
し
く
は
損
害
賠
償
額
が
決
定
せ
ら
れ
る
(
4
)
0
法
律
が
特
別
事
情
の
考
慮
を
命
じ
た
こ
と
は
、
法
規
の
内
容
に
弾
力
性
を
も
た
せ
紛
争
解
決
を
合
目
的
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
特
別
事
情
の
考
慮
は
法
律
が
特
殊
の
場
合
の
み
、
認
め
た
も
の
で
一
般
の
場
合
に
は
許
さ
れ
な
い
。
法
律
の
命
じ
た
る
特
別
事
情
の
考
慮
は
、
法
規
の
内
容
に
不
確
定
の
法
概
念
を
採
用
し
た
こ
と
と
同
じ
く
、
一
般
法
規
の
内
容
固
定
し
た
も
の
と
異
り
、
内
容
的
に
基
準
と
な
る
因
子
烈
持
仲
良
は
一
層
動
的
で
あ
り
、
時
と
場
所
と
事
情
と
に
よ
っ
て
発
展
変
化
す
る
か
ら
、
社
会
生
活
の
現
象
と
し
て
の
具
体
的
事
件
の
解
決
に
適
合
す
る
特
質
が
あ
る
。
註
1
ラ
l
バ
ン
ド
に
よ
れ
ば
実
定
法
的
効
力
を
も
た
な
い
規
範
が
法
規
に
補
充
さ
れ
る
こ
と
は
、
単
に
法
内
容
を
補
充
す
る
作
用
を
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
い
か
な
る
範
囲
に
作
用
す
る
か
ば
、
国
家
の
法
命
令
2
8
g
o
F
O
ロ
ヨ
w
各
Z
Z片
E
に
よ
っ
て
の
み
定
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
補
充
規
範
自
体
は
法
規
の
性
質
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
く
、
他
の
法
規
適
用
の
た
め
の
補
助
手
段
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
、
補
充
さ
れ
る
法
規
は
純
粋
の
国
家
命
令
で
あ
る
が
、
法
命
令
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
た
法
内
容
は
、
国
家
以
外
の
社
会
的
観
点
で
決
定
さ
れ
る
。
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